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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
外周に清掃体を挿入固定するための支持溝を長手方向に複数条設けるとともに長手方向の
中心軸線の周りに捩りを加えて該支持溝を螺旋状に形成したロータを備えた掃除機用床ノ
ズルの回転ロータにおいて、前記ロータを中空金属管状体とし、外周の前記支持溝間に複
数の波形部を形成したことを特徴とする掃除機用床ノズルの回転ロータ。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、掃除機のアタッチメントとして使用される床ノズルに内蔵される回転ロータに
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
図８、９は、例えば特開平８－５１１号公報に示された従来の掃除機用床ノズルの回転ロ
ータを示す一部を断面にした正面図、捩り加工前のロータの斜視図及びそのＡ－Ａ線に沿
う縦断面図である。図において、１は回転ロータで、回転ロータ１を構成するロータ２を
金属製の円柱状とし、その外周に開口する複数の支持溝３を、ロータ２の長手方向に捩り
を加えて螺旋状とし、支持溝３に清掃体４を挿入し、ロータ２の両端部５の外周とブラケ
ット６の内周を嵌合させて回転ロータを組み立てている。
【０００３】
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このように構成した従来の掃除機用床ノズルの回転ロータを回転させて床面等の掃除を行
えば、清掃体が床面を擦り、床面の塵埃をかき上げて、清掃効果を発揮する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記のように構成した掃除機用床ノズルの回転ロータによれば、ロータは金属製の円柱状
である。この場合例えば６条あるいはそれ以上の清掃体を用いる場合においては、清掃体
を挿入固定するための支持溝が清掃体の数と同数必要になるためロータの外径が大きくな
り、ロータ自信が非常に重いものになってしまうという欠点を有していた。
【０００５】
また、最近はロータ内部に駆動体を内蔵するタイプのものも考案されているがこのような
場合は必然的に大径で、しかも中空のロータが必要である。通常、隣り合う支持溝間をつ
なぐ円弧が円周方向に一定肉厚をもつ中空パイプ状のロータは構造上、円周方向に加わる
力に対しては非常に強いが、これに反して円周以外の方向に加わる力に対しては非常に弱
い性質をもっている。
【０００６】
このようなロータは円周方向に非常に強い力を加えて捩る必要がある。このときロータの
微妙な肉厚差、真円度の狂い等によって捩り力のベクトルが少しでも円周方向以外に向い
てしまうと容易に変形を生じてしまい、捩る前の断面形状を保ったままロータを螺旋状に
することは困難であった。このようなロータを用いた回転ロータを回転させても非常にア
ンバランス量の大きなものになってしまい、結果として振動、騒音を大きくする原因とな
っていた。
【０００７】
本発明は、上記のような問題を解決するためになされたもので、断面形状をくずすことな
く精度良く捩ることのできる中空ロータの形状を考案することによって、大径であっても
回転バランスが良く、軽い回転ロータを提供することを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記の目的を達成するため次の手段を採った。すなわち、外周に清掃体を挿入
固定するための支持溝を長手方向に複数条設けるとともに長手方向の中心軸線の周りに捩
りを加えて該支持溝を螺旋状に形成したロータを備えた掃除機用床ノズルの回転ロータに
おいて、前記ロータを中空金属管状体とし、外周の前記支持溝間に複数の波形部を形成し
たことを特徴としている。
【０００９】
【発明の実施の形態】
実施の形態
図１から図６に実施の形態を示す。図において、２０は床ノズルであり、以下にその構成
を説明する。２１は、底面に横長の開口２２を有する下ケース２３と、この下ケース２３
を覆う上ケース２４より形成された本体ケースでその中央には一端が開口２２に連通し、
他端は本体ケース２１の後端まで延在する中央通路２５を有している。
【０００１０】
２６は一端が中央通路２５に位置し、他端が電気掃除機本体（図示せず）に接続される吸
気パイプ、２７は回転ロータでロータ２８と清掃体２９、軸３０と減速用歯車３１Ａを有
するブラケット３２Ａ、軸３０を有するブラケット３２Ｂより構成され、開口２２の長手
方向の両端に固定された軸受け３３に軸３０が回転自在に支持され、清掃体２９の自由端
３４はその回転時に開口２２より突出される。
【００１１】
回転ロータ２７を構成するロータ２８はアルミニウムやその合金にて押し出し成形された
中空の管状体である。ロータ２８には清掃体２９を支持するための支持溝３５が複数条設
けられており、隣り合う支持溝３５間をつなぐ円弧には複数の波形部３６を形成している
。この波形部３６をロータ２８に設けたことによって、ロータ２８の円周方向以外に加わ



(3) JP 4132384 B2 2008.8.13

10

20

30

40

50

る力に対して非常に強く、逆に円周方向に加わる力に対しては弱い構造となる。したがっ
て中空パイプ状のロータに比べて比較的弱い力でロータ２８を捩ることができる。
【００１２】
ロータ２８を所定の長さに切断し、両端部に捩るための工具を取り付け所定の角度、中心
軸線の周りに捩りを加えることによって、工具で掴んだ両端部は真っすぐのままで、工具
で掴んだ部分以外を螺旋状とする。捩る時には、円周方向に力が加わるが、その力が多少
円周方向以外に向いたとしても前述したように波形部３６は円周方向以外に加わる力に対
しては非常に強い構造をもつので、円周方向以外に変形しにくい。よって、断面形状をく
ずすことなく精度良くロータ２８を捩ることができる。
【００１３】
このように捩ったロータ２８の支持溝３５に清掃体２９を挿入固定しロータ２８の両端部
の真っすぐの部分にブラケット３２Ａ、３２Ｂを固着して回転ロータ２７が完成する。ブ
ラケット３２Ａ、３２Ｂの外径は、清掃体２９がロータ２８の支持溝３５から抜けないよ
うにロータ２８の外径と一致している。
【００１４】
４１は回転ロータ２７を回転させる電動機よりなる駆動体で、軸４２には減速用歯車３１
Ｂが固定されている。４３は減速用歯車３１Ａと減速用歯車３１Ｂに巻回された伝達用の
ベルトである。
【００１５】
このように構成された床ノズル２０は、掃除機本体（図示せず）の運転に伴い外気は開口
２２より中央通路２５を通過し、吸気パイプ２６を介して掃除機本体（図示せず）に吸引
される。このとき、駆動体４１が回転し、その回転は減速用歯車３１Ａ、ベルト４３、減
速用歯車３１Ｂにより回転ロータ２７に伝達される。回転ロータ２７に装着された清掃体
２９は回転し、その自由端３４は開口２２より突出して回転しながら床面に衝突し、床面
に付着した塵埃や散乱したゴミ等を開口２２内に直接かき上げたり吸引される外気流に塵
埃を乗せる。
【００１６】
回転ロータ２７は前記のように精度良く捩られたロータ２８を基本として構成されている
ため、回転させたときのアンバランス量が小さく、大径であっても非常に騒音、振動の少
ないものとなる。
【００１７】
なお、回転ロータ２７の回転を行うための駆動体４１を電動機で説明したが、掃除機本体
（図示せず）に収納される電動送風機（図示せず）の吸引力により、ファンを回転させた
り、床ノズル２０の走行用車輪（図示せず）の回転等を用いて駆動体を形成してもよいも
のである。
【００１８】
さらに、その他の実施例として図７に示すような、床ノズル上面に設けた空気取り入れ口
３７より流れ込む空気を直接、清掃体２９に当てることにより回転ロータ２７自身が回転
する構造のものがあるが、本考案の回転ロータ２７は大径にもかかわらず軽量で高精度で
あるため、同じ吸い込み力でも、より大きな回転力を得ることができ、清掃効率の向上に
つながる。
【００１９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の掃除機用床ノズルは、ロータを中空金属管状体とし、外周
の前記支持溝間に複数の波形部を形成したので、ロータが大径になっても軽量で非常に回
転バランスの良い回転ロータを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態の横断面図である。
【図２】　図１の上ケースを除いた斜視図である。
【図３】　本発明の回転ロータを構成するロータを捩る前の斜視図である。
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【図４】　本発明の回転ロータを構成するロータの断面図である。
【図５】　本発明の回転ロータを構成するロータの斜視図である。
【図６】　本発明の回転ロータ正面図である。
【図７】　本発明のその他の実施例を示す床ノズルの一部断面図である。
【図８】　従来の回転ロータの一部を断面にした正面図である。
【図９】　従来の回転ロータを構成するロータの捩り加工前の斜視図及びそのＡ－Ａ線に
沿う縦断面図である。
【符号の説明】
２７　回転ロータ　２８　ロータ　２９　清掃体　３５　支持溝
３６　波形部　３７　空気取り入れ口

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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